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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用については、給与関係費等を除き、青少年健全育成のための活動を行う団体への補助である補助費等が占めている。

資産の部合計 0 0 0 負債及び正味財産の部合計 0 0 0
その他の固定資産 0 0 0 ▲ 11,253 ▲ 15,071 ▲ 3,818

▲ 11,253 ▲ 15,071 ▲ 3,818建設仮勘定 0 0 0 正味財産
3,818無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 11,253 15,071

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0 0
10,195 13,840 3,645工作物等 0 0 0 退職給与引当金

0建物減価償却累計額 0 0 0 特別区債 0 0
建物 0 0 0 固定負債 10,195 13,840
土地 0 0 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 1,058 1,231 173
0

3,645固
定
資
産

有形固定資産 0 0 0
0その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流

動

資

産

収入未済 0 0 0 流動負債 1,058 1,231 173
7年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 37,709 ▲ 43,896 ▲ 6,187

0 0 0特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
▲ 6,187行政費用合計(b) 38,321 44,811 6,490 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 37,709 ▲ 43,896

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) 0 0 0
▲ 37,709 ▲ 43,896 ▲ 6,187賞与・退職給与引当金繰入額 3,799 6,280 2,481 行政収支差額(a)-(b)=(c)

303不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 612
減価償却費 0 0 0 その他 0
補助費等 11,714 11,703 ▲ 11 使用料及び手数料 0 0
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 0 0 0 都支出金 612 915 303
物件費 707 634 ▲ 73 国庫支出金 0 0 0行

政
収
入

地方税等 0 0 0

0
0 0

915

行
政
費
用

給与関係費 22,101 26,194 4,093
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度 7年度 差額

こどもまつり参加者数 12,955 12,687 12,910 15,000 15,000 各地区のこどもまつりの参加者数

7,800 各地区の社会を明るくする運動の参加者数社会を明るくする運動参加者数 6,294 7,562 7,981 7,800

5年度 6年度 7年度
8年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

地域に頼れる人がいる実感度 2.57 2.58 2.60 お住まいの地域に頼れる人がいると感じますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
5年度 6年度 7年度

政策 10 活力ある地域コミュニティの形成

　青少年健全育成団体を支援し、青少年の見守りや育成活動の継続を図る。
　青少年の社会参加を促進し、青少年福祉の阻害行為を防止し、青少年の健全育成を図る。
　荒川区の特色を活かした活動により、次代を担う子どもたちの健やかで豊かな成長を図る。

関連部課名 総務部総務課、区民生活部地域つなぐ課

行政評価
事業体系

分野 Ⅴ 文化創造都市

課長名 篠原 内線 3820

施策分析シート（令和8年度）

施策名 青少年健全育成運動への支援 施策No 10-05
部課名 子ども家庭部子ども・若者課



No2

推進 推進
地域団体等による健全育成活動を支えながら、子ども・若者の交流・体験活
動や地域ぐるみの見守りを充実し、子ども・若者施策へ発展させていく必要
があるため、推進する。

今
後
の
方
向
性

○従来の青少年健全育成活動を基盤とし、子ども・若者総合計画に基づき、子ども・若者が行政や地域との接
点を持ちながら安心して活動・生活できるよう、地域団体、関係機関等と連携した健全育成活動を推進すると
ともに、若者との継続的な接点づくりを進める。
○地域団体等による健全育成活動を支援し、その継続・充実を図るとともに、子ども・若者が交流活動や体験
活動に参加し、多様な人との関わりや経験を得られる機会の充実を図る。
○「社会を明るくする運動」や「あらかわの心」推進運動等を通じて、非行防止や規範意識・社会性を育む取
組を推進するとともに、地域全体で子ども・若者を見守り育てる意識の醸成と連携強化を図る。

施策の分類
分類についての説明・意見等

8年度 9年度

現
状

○区では、青少年問題協議会をはじめ、青少年育成地区委員会、町会、学校、警察等の関係機関と連携し、地
域に根差した健全育成活動を推進している。
○青少年育成地区委員会や「社会を明るくする運動」推進委員会、「あらかわの心」推進運動区民委員会等の
団体は、交流、体験、環境美化、見守り等の地域に根差した活動を通じて、子ども・若者の健やかな成長を支
える取組を行っている。
○「社会を明るくする運動」や「あらかわの心」推進運動では、区民や関係団体等の協力のもと、非行防止や
社会規範・倫理観の醸成、地域全体で子ども・若者を見守り育てる意識づくりに取り組んでいる。
○こどもまつりや体験活動等を通じて、子ども・若者が地域の多様な世代と関わり、交流や経験を得る機会を
提供している。

課
題

○社会環境やライフスタイルの変化、若者を取り巻く課題の複雑化・多様化等を踏まえ、従来の青少年健全育
成の取組を基盤としつつ、若者が行政や地域との接点を持ちながら安心して活動・生活できるよう、施策の対
象や視野を広げていく必要がある。
○義務教育の終了後、進学や就職等により生活環境が変化する中で、行政や地域との接点が希薄になりやすい
若者が、必要な情報や支援、地域活動につながりにくい状況がある。若者との継続的な接点を確保し、状況や
関心に応じて必要な支援や地域とのつながりにつながる環境づくりが必要である。
○SNSの普及や地域との関わり方の変化等により、地域とのつながりや多世代の交流が希薄化する中、子ど
も・若者が交流活動や体験活動に参加できる機会を充実させる必要がある。
○地域の方々が主体となって活動する団体では、担い手の高齢化や後継者不足が課題となっており、地域に根
差した健全育成活動を継続していくため、活動支援や関係機関との連携強化が必要である。
○子ども・若者の健やかな成長を支えるため、地域全体で見守り育てる意識を醸成するとともに、地域住民、
関係団体及び関係機関が連携した取組を推進する必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性



合　計 38,332 44,811 12,427 12,448

継続 継続
　荒川区において「社会を明る
くする運動」を実施していくた
め、継続する。

「社会を明るくする運動」推
進事業

10-02-13 6,562 6,803 1,684 1,602

　青少年の健全育成を進める地
域活動の要の組織体であり、今
後も推進する。

「あらかわの心」推進運動区
民委員会への補助

10-02-12 9,319 12,664 1,603 1,446 推進 推進

　推進運動の普及・啓発によ
り、あらかわの心を区民へ浸透
させるため、活動を支援してい
く必要がある。

継続

　複雑化、多様化する青少年問
題に即したテーマを取り上げ、
引き続き意見交換を行ってい
く。

青少年育成地区委員会連絡協
議会補助（自然まるかじり体
験塾等）

10-02-10 16,060 16,338 7,634 7,772 推進 推進

継続 継続

　犯罪の予防や青少年の健全育
成、区の安全安心の向上のた
め、引き続き保護司会に対する
支援を行っていく。

青少年問題協議会運営費 10-02-08 450 2,678 6 128 継続

保護司会支援事業 01-01-09 5,941 6,328 1,500 1,500

分類についての説明・意見等

6年度 7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類


